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岩手土木センターでは、長い冬の間、厚い雪に閉ざされていた八幡平アスピーテラインの開通に向けての除

雪作業を３月２２日から行っています。 

除雪作業は雪崩の危険を伴うことから、安全に十分留意しながら慎重に進めており、３月２８日現在、秋田

県境の山頂までの 10.6kmのうち 6.1km地点に到達し約 60％の進捗状況です。除雪完了後は、路面の補修やガ

ードロープ等の交通安全施設等の設置作業を実施します。 

 今春の八幡平アスピーテラインの開通は、４月１５日（土）に岩手・秋田両県の同時開通の予定です。 

 雪壁の高さは、最大約７ｍと見込まれ雪の回廊を十分楽しめる状況です。 

開通と併せて、「桜と雪の回廊観光キャンペーン」がスタートするほか、（４月１５日から５月３１日まで）、

４月２２日には「八幡平樹海ライン」も開通予定です。八幡平山頂を周遊する雪の回廊をお楽しみください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

八幡平アスピーテラインの除雪状況 

（平成 28年度） 

アスピーテラインの開通と連動した 

「桜と雪の回廊観光キャンペーン」 

岩手土木センター 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3/28（火）除雪到達地点 
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この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院発行の２万５千分の１地形図を使用した。 
（承認番号 平 22 業使、第 214-26939 号） 


